
第 43回 東海北陸社会教育研究大会 【富山大会】

く第41回 富山県社会教育大会〉

開  催 要  項

大会主題  人 と人との絆を深め 家 庭や地域の教育力の向上を目指して

1 趣  旨    東 海北陸 6県 1市 の社会教育委員、社会教育関係者が一堂に会 し、実践

発表や情報交換等を通 して参加者十日互の連携を深める。また、家庭教育の

充実や地域づ くりの推進など、社会の教育力の向上を目指すための研究協

議を行 う。

2 期  日    平 成 24年 10月 18日 (木)～ 19日 (金)

3 会  場   全 体会 富 山国際会 議 場 (富山市大手町 1-12)

分科会 富 山国際会 議 場 (富山市大手町 1-12)

富山県総合福社会館サンシップとやま (富山市安住町 5-21)

4 参 加者   東 海北陸各県市町thlの社会教育委員及び社会教育関係者

5 主  催    (一 社)全国社会教育委員連合   東 海北陸社会教育委員協議会連合会

富山県社会教育委員連絡協議会  富 山県社会教育振興協議会

(財)富山県女性財団

6 後  援    富 山県  宮 山県教育委員会  官 山市  富 山市教育委員会

東海北陸六県市町村教育委員会連合会

フ  日  程

■ 1 日目 く 1 0 月 1 8 日 ( 木) >

1li00        12i00   12130               13i40       14120                  15'30 15145 16100     16i40

■ 2 日 目 < 1 0 月 1 9 日 ( 金) >

9 ! 0 0  9 1 3 0              1 l i 2 5  1 l i 3 0
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◆ 1 0 月 1 8 日 ( 木)

Oア トラクション (1340～ 14:05)

越中工箇山こき りこ唄保存会

ltt中五箇山民謡保存会

日本民謡の原型を今に伝えるものとして音楽の教

科書などで取り上げられている 『こさりこ』、工箇山

に隠れ住んだ平家の末えいが、かつての米華をしのび

唄い臨つたと伝えられる 『麦屋節』、怪快なリズムの

『といちんさ』、数多くなる民r13の中から代表的な3

由を披露する。

○記 念 講 痕 ( 1 4 : 2 0 ～1 5 : 3 0 )

演題

0月 19日 (金) 【 分科会 i受付 900～】

分 科 会 ( 9 : 3 0 ～‖ 3 0 )

講 師

「人 と人 を つ な ぐ仕 事 が した い J
～富山の自然、歴史、文化の魅力を伝える～

(株)エ ヨロの森 代表取締役
森 日 由 粒 子  氏

《プロフィール 》

北海道札幌市生まれ。北海道大学卒業後、読売新聞社に入

社し、22年勤務。2006年、早期退職制度で退職 富 山へ。

2006年 12月、とやま起業未来塾コミュニティビジネスコ

ース修了。2008年 2月、地域ツーリズム、ェコッアー会社と

して 「株式会社エヨロの森J治け業。NPO法人グツーンツーリ

ズムとやま理事.2012年 、第7回エコツーリズム大貫特別賞

受貫。

◆ 1

大 会 事 務 局

第 4 3回東海北陸社会教育研究大会 【富山大会】
実 行 委 員 会 事 務 局

〒9308501  宮 山市新総曲lm‐1-7

宮山県教育委員会 生涯学習 文 化財室内
電 話  076-444-3435  MX 076-444-4434

分 科 会 名 話題提供者 司会者 助言右 会  場

1 家庭教育の文猿 二重県 富山県 二重県 岐阜県

富出日除会議場

目山県総合福社会館

サンシップとやま

2 ボランティア活動 愛知県 富山県 愛知県 福井県

3 青少年健全育成 岐早県 富山県 1岐阜県 石川県

4 地域の文化活動振興 福井県 富山県 福井県 二重県

5 社会教育委員の役割と課題 石川県 宮山県 石川県 愛知県



大会参加口宿泊等のご案内

このたは 判或24年 10月 18日 (杓 ～19日 (つ の2日間にわたりまし〔 『第43回 東濁 ヒ陸社会教育

研究大会富出大会』が富山県富山市において剤とされますことな ,bから    し 上げま曳

さて、本研究大会の開催にあたりましてご参加される皆様方の研究大会の参加、6白 等の樹 財及い     サ ー

ビス欄にてお世話をさせていただくことになりまり亀

ご蕪方の皆さまに十の満足いただけますよう、万全04A制で対応させていただく所存でございま軌

下記の通りご案内いたしますので、何卒よろしく調顧い0し 上げま軌

新富観光サービス株式会社

代表輔備役社長 永守 徹

1.参 加申込手続きについて

準備がございますので     の お申し込み期日を厳守していただきますようお願い申しあげま坑 尚、変

①大会参加舌 (申込代表者)→新富観光サービス脚へ申込書送付

研究大会参加者|よ 局」紙 「申込書Jに     ご 記入の上 下記期日までに弊社ハ垂隧又はFAXを お願いし

ま曳 G俺 く湖目いたか再度確認のためご自俗ください。)

尚、送付の際|よ 必すオリジカ    を 保管するようお願いいたしま曳

※大会に参加される力|よ 6白 等そ例也手四詢杯要な場合でも、必す申込書を凶寸ください。

※電話でのお申込 変 更|よ トラ功 レの原因となりますので、お受けできま    ご 了剰願いま曳

【申込綿切 :判 或24年 8月 6日 (月)】

②参加・宿泊確認書の送付→大会参加舌 (申込代表者)へ送付

参加券 6白 予約確58書等 (ご請求案内富む)を 弊社より   □ 者 (申凶代表勧 へ発送いたしま坑

※参加券 6白 予約    1よ 当日必すご持参ください。

的 定日 :判或24年 9月 11日 00】

③参加罰電のお支払い

用紙にて   く ださい。

尚、誠に把れ入りますが振込手数料|よ お客様のご負担とさせていただきま軌

※参加報 を    れ る方|よ大会第1日目 (10月 18日 )J本 会会場 (富山国際会議場)に て

お申し出ください。      、 領収書をお渡しいたしまあ

また、6白  弁 当に関する領収書については事前にFAXに て下記期日までにお申し込みください。

賑 り込み綿切 :平成24年 9月 24日 びつ】

2.研 究大会参力D費について
○研究大会参加霞 (資料的       0,OOO円

※研究大会参加費は 8月 17日 (0以 降のお取消、当日匁青の場合返還されません。

但し 希望により、研究大会終了後 資用を目寸させていただきま曳

※大会役員、被表彰志 司憲 助言よ 識 思埼宝 目破菜範姥効D震は、不要で坑

※請求宛名が申込先と違う病 往,手数で孤 備者柵 こその旨ご記入ください。



3.宿 泊 ・食事 ・オプションについて
【宿 泊】
6白 設定日:平成24年 10月 」8日 901)白 0調 寸さ)を 〕■意しておりま坑 局」紙 「申込書」に申込

記号をご記入ください。価 白 後 泊についてもご要望があれば別法専付をいたします)

宿 泊 施 設 名 申込記号 音曜タイプ
6白 代金(税 サ ービス迦

お1人 障あたり

ANAク ラウンプラザホ刃レ富山
Al 1名 1宮訴』謁 ¥1 19025

A 2 2名 1室本』判 ¥1 0,500

剣の場ドーミーイン富山 B 1 3 1 軍 斉J 司 ¥8, 600

ダイワロイネットホテル富山
Cl 1名 1宮覇』刊 ¥7, 800

C2 2名 1自芽』判 ¥7, 300

アパヴィラホテル富山駅前 D 1 名 1 室芥』判 ¥7, 845

喜出マンテンホ刃 レ E 1 名 打肇利用 ¥7, 845

名鉄富山ホテル F 1 名 1 室利用 ¥8, 400

アパホテル富山駅前
G l 1 名 打室利用 ¥5,700

G 2 2名 1室利用 Y5,450

ホ刃 リレートイン富山駅前
H l 1 名 1 宴利用 ¥5,700

H2 2名 打隻剥用 ¥4,750

※願 」としこ 先ヨ旧こて受付調整をさせていただきま曳 仕入古曜数の輸 室になつた場合|よ

又は客室タイプの変更をお願いする場合がございまう。

※ツインルームでのお申込    よ 、同室希望者様のお名前をご記入ください。ご記入のない場合は原貝」とし

て同県    D者 様との相きに とさせていたださま軌 予め音 承願いま軌

※各施設とも盛車場に限りがございますのK出 来る限り公共交通機関をごえJ剰ください。

□ 食弁当】 諏 日 i平成24年 10月 18日 Cや

設 定 日 配荷易新 時 間 代 金 備  者

10月 1 8日 ∞ 富山国 1l iOO― 1,000円 税 サ込 お菊甘

※お申    に は、参加申込書の■込欄にO印 を記入願いま坑

4.特 月」な配慮が必要なカヘ

車イスの倒瑠     客 室設備面での特別な配慮が必要な方|よ申込書備吉欄にその旨をご記入ください。確

認後 ご連絡させていただきます。

5.変 更 ・取)肖について
(1)申 込後の変更 取消はミ垂艦又はF冷くにて速やかにご追絡ください。尚、変更 取消    局 」紙変更

礎肖表にてお願いいたしま或

(2)参 加費につきまして|よ 8月 17日 (0以 降のお取〉肖の場合は返還されませムム

(3)6白 プラン等のi"肖につきまレては、下記 『勧【行剰牛について』内の取)肖用にてご確認ください。

取消基準は、郵送の場合は到着日、FAX通 信の場合は営業日・営業時間内を有効とさせていた

だきま曳
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富山市大手町 ■2 To 076 424 5931   富 山市安住町 5 21 To 076-432614千

Fax 076-493-7170                         Fax 076-432-6146

車をご利用の場合

名古屋  (新 幹線ひかり 特急しらさぎ)

名古屋  (高 山本線 i埼急ワイトヒ■ひだ)

福井 金沢 …脩急しらさぎ 培急)ツタJヽ

目山 (約3B守問 30分 ～50翁 )

富tu(約 4時 間)

卜) 冨 山 (約40分 ～1時 間 30分 )

連道路をご利用の場合

R41 会場昌山 IC

(約 15分 )



6 オ プシ∃ンについて

【視察旅行プラン】

第43□ 東海北陸社会教育研究大会 【富山大会】エスクカーションのご案内

高岡市 ・万葉の歴史に触れる旅

ご旅行代金(お一人様)4,500円
日 時 行 T B 食 事

1 0 月1 9 日

(全)

1 精
甚
2饗
督==綜整きらときとギ揚==O嵩祐持坊葉途ピ始=

(陣 D

(昼食)コ議

さつときと購

4。3号について  == !/ヽ ス Oi下 車観光        |

口募集人員 40名  (最 り性行人員25名 )

旅岩揖暑言瞥督    せん 9スヽガイドがご案内いたします)!:
①貸切バス代金 !観 坤 スヽ料金 駐車料金         万 剰護 館

C食 事 代 金 i昼食1回 G岸許l膳i刺ヨ、焼魚、海鮮味0営汁)
③観 光 代 金 i日程表に記朝された観光時のガイド代、入場料金

旅行代金に含まれないもの

(上記朋 村よ    に 含まれませんぶ

0□ 人的性格の費用 :飲14n代、電話代など
147身害、疾病に関する医療費

C任 意の旅御寡書保阪州

【観光案内】

参加に当たって通常必要となる費用召別示します。)

高岡市万葉歴史館

『万葉集』を中心テーマに据え、展示へ調査研究、収集 整

理へ教育普及活動等を行う専門施設です。展示スペース

では、『万葉集』や越中と「大伴家持」とのつながりを 言と

囲象 豊富な展示で案しみながら学べます。

勝興寺(重要文化財)

越中における浄土真宗の代表的な寺院です。平成の対惨

理として、平成10年より約20年かけて保存修理事業に取

り組んでおり 今回は特別ヘー般観覧では入れない、現在

修復中の素屋恨内部の工事現場をご覧いただけます。

萌陽斉みの本堂

本堂内にて

今しか見られない

素屋根内部の工事

現場見学



ご 旅 行 条 件 に つ い て

帥 旅行契綱

この旅行|よ     ― ビス爛が旅行御回 実施するものであり、旅行に参加されるお目まは当社と募集型

御回旅行契絢を締結することになりま帆 なお、旅行契約内容 条件につきましては参力       詳 しい

「ご旅行氣牛書」を同封いたしますのでご幡8いただきますよう洵願い申し上げま軌

【取消料―罰

お客様はいつでも取消料をお支払いいただくことにより契約を解除することができま坑

20日 前～8日 日 7日 前～前々日 利用日の前日
利用日当日の

午前中

利用日当日の

年後以降

宿 )白 20% 30% 40% 60% 100%

昼  食 無 料 無 州 50% 100% 100%

視察旅行 20% 30% 40% 60% 100%

田固火情報の取扱しHこついて】

ご旅行申込に際して提出いただい日□火庸 Rにつきましては、お客様との追侶のためやG白  目 栄機関等の提

供するサービスの手酉    の 為の手続きに利用させていただくほか、必要な範囲内で当該当機関等及び手配

代行者に周共いたしま軌 また研究大会参加者名簿作成等のため主催    に も日共致しま曳

新富観光サービス株式会社   担 当 山本日 米澤

第43回  東海北陸社会教育研究大会 (富山大会)事務周

〒939-8195  富 山県富山市上野322

TEL0 7 6-428-5544 F/導 t076-428-2322

E―mal i 01 01 2③ ellloン、る ccJp

営業時間 平 日9i00～ 18:00※ 土曜15:OO迄

定体日/日 曜 祝日



０
「　
ｏ
ｏ　
り
ま
り
‐
、
ｏ
、
Ｃ
０
０
内
ヤ０
十０
　
一
一Ｑ
Ｅ
Ｉ
山　
　
　
『
　
ｍ
　
Ｏ
　
国
ｌ
ω
　
的
　
ヽ
１
０
　
卜
　
０
「Ｘ
〓
」
　
ヽ
　
ヽ
い
　
０
１
的
　
Ｎ
　
ヽ
‐
０
　
卜
　
０

コ̈
〕
」

（□
ば

幽
□
ヽ
□
ヽ
胆
）
卿
８
占
一幽
「
×
８
あ
一！
８
ふ
□
伴

回
瞥
縦
加
　
　
　
困
的
∞
臨
「
に
ヨ
剛
吐
∃
皿

距
米

（沖
）く
ョ

【割
製
〕

『
皿
消
肺
（い
Ｋ
日
的
）
は
ヽ
ぱ
店
冊
罵
偲
押
理
や
噌
ほ
□
宰
眠
」
卓
い
傾
士
ト
コ
ー
（
ポ
覇
剛
賑

ば
用
＝
電
■

ｈ
柏
神
や
せ
二
】
Ｄ
判
ぱ
需
Ｐ
巴
□
憾
や
朋
台
里
婚
い
Ｇ
３
せ
Ｇ
胆
駅
区
ф
ｌ
卜
Ｇ
ｎ
ミ
Ｎ
わ
ば
目
い
Ｇ
К
コ
ー
■

間
ｂ
玉
喋
Ｇ
冊
樫
顛
Ｐ
胆

対
卿
】
二
昭
里
に
指
理
こ
把
理
二
ヽ
申
＝
ｔ
魚
増
ｍ
紀
　
や
〕
ｖ
把
せ
二
】
や
和
眠
需
里
聖
搬
Ｇ
避
Ｇ
〕
暉
剛
ほ
　
】
二
い
里
暉
廻
く
回
せ
ミ
把
絹
硝
里
剛
日
８
せ
卓
判
ヨ
蛸
坦
壁
Ｇ
ヽ
【
＝
●
Ｅ

′市
翠
洲

【】
二
〔
里
こ
柊
臣
Ｇ
臨
型
く
電
〕

ヽ
Ｒ
３
い

艦

押

割

□

二
門
口

Ｖ
く
寵
的
旦
情
二
円
押
田
コ
判
単
Ｇ
堕
砲

胆
掛
　
　
　
　
　
　
　
一い
晴ヽ

望
型

珊

四
的

X

叩
団
翠
庭
研

帥
脚
倒
□

二
相
や
Ｖ
く
硝
拘
Ｎ
帥
備
Ｇ
（冊
Ｔ
昭
¨
０
　
区
く
説
Ｋ
¨
０
　
は
＜
副
母
”
ｍ
　
冨
華
卿
Ｍ
ヤ
『
¨
壬
）
肛
華
卿
恵
Ｇ
】
＝
ヨ
剛

卜
札
⊃
担
二
増
Щ
的
ヤ
讐

′四
０
「
ぼ
ゆ

′〕
）
二
い
担
（岬
碍
幽
里
時
費
胆
）
帥
知
回
Ｑ
い

ち
刊
中
ｖ
破
担
的
０
■
Ｓ
ヽ
Ｇ
べ
四
回
電
　
〕
Ｇ
い
純
⊃
硬
二
０
判
瑠
て
蝦
口
判
耐
「

′担
〕
う
田
里
＝
照
価
掌
Ｇ
巾
　
兼
Ｒ
帥

ｈ
＝
二
怪
Ｎ
神
娼
い
Ｇ
【
噴
】
旦
（眠
叫
生
ド
ヽ
Ｐ
ポ
０
導
眠
日
略
Ｇ
慨
岬
　
把
偶
磐
Ｇ
的
巴

′ｐ
Ｇ
ｈ
椎
０
せ
二
野
判
電
Ｎ
（伽
痛
幽
黒
い
畏
限
〉剛
帥
回
里
い
】
坦
〓
」竺
区
担
粛
▲
一―
六
野
ヽ
む
ト
コ
ー
ヽ
ポ
邸
岬
煤
担
室
導
＝
瑠
　
内

（ら
神
担
ｖ
眠
習
的
〕
担
―
也
口
堂
個
岬
室
や
い
い
）
亨
０
約
中
ｖ
く
硝
的
円
四
怖
郎
き
Ｇ
中
町
制
Ｓ
ｍ
Ｎ
巾
暉
セ
　
ニ
和
喪
Ｖ
や
岨
唱
円
（―
コ
同
）
ぺ
則
ｈ
『
　
３
刊
担
ｖ
く
耐
的
〕
坦
冊
ハ
イ
会
―
十
い
や
「
担
帥
柿
Ｗ
Ｓ
く
耐
　
十
（担
）

鋸

　

　

帥

　

　

増

翌
Ｇ
Ｎ

叩
巾
剛
＝
珊
ロ

↑
Ｎ
Ｂ
Ｏ
迪
Ｒ
Ｇ
珊
構
〉

叩
而
車
価
Ｋ
持

暗
情
　
　
　
　
　
　
阿
呂

価
口
　
　
　
　
　
　
　
帆
尊

暗
碑

　

基
蝶
騨
相

Ｍ
回
　

　

統
陪
窯

0『‖旧
財8

暗
耐

　
さ
叫
服
胆

佃
屈
　
　
統
陪
揺

0 はM 8
赳]

階
硝

　

玉
蝶
搬
帽

仙
回
　
　

統
隅
揺

0旺Ⅲ旧
迅温

灼H噂
口備

喜
浦蝶
‖H  D D l
翠相

0旺Ⅲ0
S 8

灼H晴
口硝

羊
浦熙
昭胆
票綿

]皿Ⅲ0
竪8

而
仰
曖
眠

〇
〇
の
　
Ｃ
ｒ
一

H卿い配培 く

1  ■

ピ

は
暉

０
０
い
　
ヽ
≡

〇

”
一ヽ
０
一

剖
十
ｄ
田

O

〇
〇
０
　
一
斉

（□
Ｐ
口
？
）
畏
限

馴
紀

賦り

宰

∞
　
卜
井

Ｕ

（中
岬
硝
〉

馴
＝

十
賦

０
０
∞
　
卜
斉

十
Ｏ

０
●
０
　
〇
一

慨
呂
柿

０
０
０
　
ゆ
≡

Ｏ

Ｍ
語
使
掛
ｒ

割
縦

Ｑ
賦

馴
艇

一
脈

判
や
岬
霞
聾

モ
□
曖
ほ

゛
皿
鮒
皿
馬
∃
ｍ

響 己 駅

卜

代

コ

ト

岬

ピ

抑

黒

い

岳
ｋ
　
ヨ
剛

母
Ｄ
ぺ

　

　

一

に の ヽ ゆ

し ヤ ゆ

ま
ふ　
ヱ
ト
一
卜６
Ｅ
‐
〕

ｍ
帥
〓
」

ｍ
帥
己
」

卜
　
　
に

　

出

（求
輝
掃
）
求
は
に

（＝
帥
ド
牌
　
拍
思
い
）

状
０
拙
照
価

叩

と

□

匹

　

に

ｍ
舶
差
」

ｍ
舶
ｄ
ト

■

蝉

剛

岬叩

は [

叩
胴
珊
則

理

　

卿

□

。各
拘
壇
ｖ
〕
さ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

′担
や
ミ
い
る

【　
迎
（庫
　
　
　
皿
思

媒
楳

Ｑ
田
●
ミ
ー
●
側
ヽ
Ｇ
卜
Ｏ

☆
く
」
求
と
拙
　
⌒Щ
）
回
Ｃ
駅
∞
貯
『
ｒｏ
騨
口
Ｓ
韓
辞
ほ
承

叫
ミ
Ｓ
け


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page07
	page08

